様式第７（別表関係）
経営計画書
	ふりがな

名称（商号又は屋号）
	

	代表者氏名
	

	代表者の生年月日
	昭和〇〇年〇月〇日

	業種名称
	

	常時使用する従業員数
	〇名

	資本金額

（個人事業者は記載不要）
	

	創業・設立年月日
	昭和〇〇年〇月〇日

	連　絡　担　当　者
	ふりがな

氏名
	

	
	役職
	

	
	住所
	〒　　－
安城市〇〇町〇〇〇〇

	
	電話番号
	（0566）〇〇-〇〇〇〇

	
	ＦＡＸ番号
	（0566）〇〇-〇〇〇〇

	
	Ｅ－ｍａｉｌアドレス
	〇〇〇〇〇〇〇@〇〇〇〇〇〇


	１　企業概要

【経営理念】

　・〇〇〇〇な店づくり。

【開業経緯】
　・〇〇〇〇年から〇〇〇〇年にかけて〇〇〇〇会社で〇〇〇〇、〇〇〇〇や〇〇〇〇を経験。

　・下記の開業のきっかけがあり、〇〇〇〇年〇月にテナント物件が見つかり、金融機関と相談し〇月に〇〇〇〇、〇〇〇〇を中心とした〇〇〇〇を開業。
【沿革・営業内容】

　・〇〇年、創業。

　・当店（社）は、〇〇〇線沿いに立地する〇〇〇を中心とした〇〇〇である。

　・座席数は〇席で、週〇日（〇曜日休み）、〇時～〇時営業。

【取扱商品・サービス】

商品・サービス名

内容・特徴

【想定する売上高順位と利益率順位】

売上総額の

大きい商品

売上総額

売上

割合

利益率の

高い商品

利益総額

利益率

1位

千円

％

千円

％

2位

千円

％

千円

％

3位

千円

％

千円

％

4位

千円

％

千円

％

5位

千円

％

千円

％

【想定する顧客層】

　・現在、売上の〇％は、周辺に立地する企業の従業員が訪れるランチ（平均単価〇〇円）、残りの〇％は6人以上による宴会（平均単価〇〇円）、残り〇％が5名以下の少人数による夕食（平均単価〇〇円）である。

【想定する客単価・客数】

令和〇年

令和〇年

令和〇年

客単価
円

円

円

客　数
人

人

人

【想定する顧客別売上表】※取引先が事業者（企業）の場合
会社名
売上総額
粗利総額
利益割合
1位
千円
千円
％
2位
千円
千円
％
3位
千円
千円
％
4位
千円
千円
％
5位
千円
千円
％


	２　内外分析及び標的市場・標的顧客に関する事項

1 自社並びに自社の製品・サービスのうち、強みとなる事項及びその理由

強みの内容

強みとして認識できる理由、希少性、他社の模倣困難性等
②認識している現状の課題、懸念される外部環境
【現状の課題】

　・〇〇〇〇
　・〇〇〇〇
【懸念される外部環境（脅威）】
　・〇〇〇〇
　・〇〇〇〇
③認識している現状の事業チャンスのある機会・顧客ニーズ
【現状の事業チャンス（機会）】

　・〇〇〇〇
　・〇〇〇〇
【顧客ニーズ】
　・〇〇〇〇
　・〇〇〇〇
④上記①、②、③を踏まえ、今後自社が開拓・強化するターゲット顧客層（具体的に記述）
【ターゲット顧客】

今後開拓する顧客層
・〇〇〇〇〇〇。
今後強化する顧客層
・〇〇〇〇。


	３　上記２を鑑み、今後自社が持続的に成長するための方針（概ね３年以内の計画）
【クロスSWOT】

　今後のプラン作成のため、上記２を踏まえたクロスSWOT分析を実施した結果は、以下のとおりである。

≪機会≫

・〇〇〇〇
・〇〇〇〇
・〇〇〇〇
・〇〇〇〇
≪脅威≫

・〇〇〇〇
・〇〇〇〇
≪強み≫

・〇〇〇〇
・〇〇〇〇
・〇〇〇〇
・〇〇〇〇
≪方向性≫

1 〇〇〇〇
2 〇〇〇〇
≪方向性≫

2 〇〇〇〇
≪弱み≫

・〇〇〇〇
・〇〇〇〇
≪方向性≫

1 〇〇〇〇（重複）

【経営方針】

　〇〇〇の経営を目指すともに、〇〇〇〇〇のため、以下の計画を実行する。

・短期計画では、当店顧客から評価が高い「〇〇〇〇」を活かし、〇〇〇〇を行い、〇〇〇〇といった利用機会を創出し、新規顧客を獲得する。

・ITをはじめとした販促ツールを活用し、ターゲット層となる〇〇〇〇の新規顧客開拓を目指す。

・中長期計画では、利益率改善のための〇〇〇〇いった顧客を集客し、新たな店舗イメージ確立を目指す。

【数値目標】

直近決算

令和〇年

令和〇年

令和〇年

売上高

千円

千円

千円

千円

売上原価

千円

千円

千円

千円

売上総利益

千円

千円

千円

千円

販売費及び

一般管理費

千円

千円

千円

千円

営業利益

千円

千円

千円

千円

営業外費用

千円

千円

千円

千円

経常利益

千円

千円

千円

千円

【今後の事業プラン】（○数字は、上記クロスSWOT分析の数字）
（１）短期計画

　　１）〇〇〇〇による新規顧客獲得

　　　①〇〇〇〇
　　　・強みである〇〇〇〇を活かし、ターゲット層である〇〇〇〇に対し、〇〇〇を行う。

　　　・〇〇〇〇・・・・。

　　２）〇〇〇を活用した販路開拓

　　　②〇〇〇〇
　　　・上記①の販路開拓を目指すため、〇〇〇などのITを活用する。

　　　・〇〇〇〇・・・・。

（２）中長期計画

　　２）店舗イメージの確立

　　　③〇〇〇〇
　　　・更なる利益率改善のため〇〇〇〇といった利用機会を創出し、〇〇〇顧客を集客することにより、新たな店舗イメージの確立を目指す。

　　　・〇〇〇〇・・・・。



